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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジな
し）」は、このたび第340期の決算を⾏いました。 

ここに、第335期から第340期の運用状況をご
報告申し上げます。 

今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願
い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

①マザーファンドの受益証券への投資を通じて、米国をはじ
め世界中の公社債のなかから、相対的に投資価値の高い証
券に分散投資することにより、インカム・ゲインの確保と
ともにキャピタル・ゲインの獲得をめざします。 

②債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収
益が期待される債券セクターに機動的にウェートをかけ
た資産配分を⾏い、アクティブに運用します。 

③外貨建資産については原則として為替ヘッジを⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・
ハイ・インカム・マザーファンドの受益証券
を主要投資対象とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

米国および米国外の投資適格国の国債・政府
機関債、米国内のアセット・バック証券、米
国内外の投資適格社債および高利回り社債、
エマージング・カントリー公社債を主な投資
対象とします。 

組 入 制 限 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

①外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

②株式への実質投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以内とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

①外貨建資産への投資については、制限を設
けません。 

②株式への投資割合は、信託財産の純資産総
額の10％以内とします。 

分 配 方 針 

毎⽉決算を⾏い、原則として以下の方針により分配を⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦等収益および売買益（評

価益を含みます。また、繰越⽋損⾦がある時は、これを控
除します。）等の全額とします。 

②分配⾦は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合は、収益
分配を⾏わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」
および「運用方法」に基づいて運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 
愛称 NK・コンパス＜羅針盤＞ 

追加型投信／内外／債券 
第335期(決算日2025年６⽉10日) 第336期(決算日2025年７⽉10日)  第337期(決算日2025年８⽉12日) 
第338期(決算日2025年９⽉10日) 第339期(決算日2025年10⽉10日) 第340期(決算日2025年11⽉10日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 
311期(2023年６月12日) 5,067 15 2.6 42,044 2.6 98.4 13,557 
312期(2023年７月10日) 5,136 15 1.7 42,704 1.6 98.2 13,693 
313期(2023年８月10日) 5,242 15 2.4 43,597 2.1 97.8 13,897 
314期(2023年９月11日) 5,279 15 1.0 44,097 1.1 97.7 13,947 
315期(2023年10月10日) 5,185 15 △1.5 43,203 △2.0 97.3 13,604 
316期(2023年11月10日) 5,344 15 3.4 44,796 3.7 98.0 13,978 
317期(2023年12月11日) 5,303 15 △0.5 44,567 △0.5 97.6 13,842 
318期(2024年１月10日) 5,364 15 1.4 45,254 1.5 97.7 13,961 
319期(2024年２月13日) 5,503 15 2.9 46,586 2.9 98.6 14,270 
320期(2024年３月11日) 5,457 15 △0.6 46,542 △0.1 97.2 14,098 
321期(2024年４月10日) 5,585 15 2.6 47,756 2.6 98.4 14,362 
322期(2024年５月10日) 5,689 15 2.1 48,706 2.0 99.1 14,558 
323期(2024年６月10日) 5,738 15 1.1 49,242 1.1 99.0 14,634 
324期(2024年７月10日) 5,927 15 3.6 50,980 3.5 97.7 15,053 
325期(2024年８月13日) 5,530 15 △6.4 47,955 △5.9 97.7 13,953 
326期(2024年９月10日) 5,471 20 △0.7 47,464 △1.0 98.5 13,743 
327期(2024年10月10日) 5,625 20 3.2 49,141 3.5 99.3 14,126 
328期(2024年11月11日) 5,704 20 1.8 49,981 1.7 97.9 14,323 
329期(2024年12月10日) 5,659 20 △0.4 49,933 △0.1 98.5 14,205 
330期(2025年１月10日) 5,759 20 2.1 50,827 1.8 99.2 14,409 
331期(2025年２月10日) 5,599 20 △2.4 49,636 △2.3 98.0 13,970 
332期(2025年３月10日) 5,493 20 △1.5 48,775 △1.7 97.2 13,588 
333期(2025年４月10日) 5,356 20 △2.1 47,755 △2.1 97.4 13,234 
334期(2025年５月12日) 5,421 20 1.6 48,593 1.8 97.9 13,337 

335期(2025年６月10日) 5,413 20 0.2 48,734 0.3 98.5 13,307 
336期(2025年７月10日) 5,510 20 2.2 49,907 2.4 98.4 13,481 
337期(2025年８月12日) 5,614 20 2.3 50,923 2.0 96.9 13,658 
338期(2025年９月10日) 5,620 20 0.5 51,225 0.6 96.2 13,601 
339期(2025年10月10日) 5,778 20 3.2 53,115 3.7 98.5 13,916 
340期(2025年11月10日) 5,804 20 0.8 53,609 0.9 99.1 13,897 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 
 
※参考指数について 

当ファンドの参考指数である合成指数は、原則として基準価額計算日前日付のICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデック

ス（円ベース）、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）、およびJPモルガン・ガバメン

ト・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）の各数値を、委託会社が以下の比率で合成し算出したものです。 
 
・ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス（*）（円ベース）**：25％ 
（*）ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス：ICE BofA US High Yield Index 

・JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）**：25％ 

・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）：50％ 

**いずれもそれぞれの米ドルベース指数をもとに、わが国の対顧客電信売買相場の仲値を用いて委託会社が邦貨換算したものです。 
 
当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第335期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 
2025年５月12日 5,421 － 48,593 － 97.9 

５月末 5,391 △0.6 48,429 △0.3 98.5 
(期  末)      

2025年６月10日 5,433 0.2 48,734 0.3 98.5 

第336期 

(期  首)      
2025年６月10日 5,413 － 48,734 － 98.5 

６月末 5,492 1.5 49,511 1.6 97.5 
(期  末)      

2025年７月10日 5,530 2.2 49,907 2.4 98.4 

第337期 

(期  首)      
2025年７月10日 5,510 － 49,907 － 98.4 

７月末 5,624 2.1 50,844 1.9 97.9 
(期  末)      

2025年８月12日 5,634 2.3 50,923 2.0 96.9 

第338期 

(期  首)      
2025年８月12日 5,614 － 50,923 － 96.9 

８月末 5,593 △0.4 50,749 △0.3 96.0 
(期  末)      

2025年９月10日 5,640 0.5 51,225 0.6 96.2 

第339期 

(期  首)      
2025年９月10日 5,620 － 51,225 － 96.2 

９月末 5,669 0.9 51,819 1.2 98.5 
(期  末)      

2025年10月10日 5,798 3.2 53,115 3.7 98.5 

第340期 

(期  首)      
2025年10月10日 5,778 － 53,115 － 98.5 

10月末 5,840 1.1 53,911 1.5 98.4 
(期  末)      

2025年11月10日 5,824 0.8 53,609 0.9 99.1  
（注） 各期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）(以下「当

ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2025年５月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデッ

クス・グローバル、およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバルを委託会社で合成し算出した指数です。 

 

○基準価額の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は、前作成期末比で上昇しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有債券の利息収入 

・ 保有する米国国債やハイイールド社債、新興国債券の価格上昇 

・ 円安米ドル高の進行 

 

下落要因 

・ 保有するユーロ圏の国債の価格下落 

 

  
当作成期の債券市場については、米国国債、ハイイールド社債、新興国債券の価格はいずれも上昇しました。

ドイツ国債の価格はやや下落しました。 

 

【債券市場】 

先進国の国債： 

米国国債金利は低下(価格は上昇)しました。 

2025年５月中旬にかけては、税制・歳出法案の審議進展により財政赤字に対する懸念が拡大したほか、米中

間の関税交渉の進展で景気後退懸念が和らぎ利下げ期待が後退したことから、金利は上昇(価格は下落)しま

した。その後10月中旬にかけては、中東情勢を巡る地政学リスクの高まりを背景に安全資産としての需要が高

まったことや、低調な経済指標を受けて米連邦準備理事会(FRB)が９月に利下げを再開するとの期待を背景に、

金利は低下(価格は上昇)基調で推移しました。10月下旬以降は、FRBが利下げを決定したものの、先行きに対

して慎重な姿勢を表明したことから、金利は上昇に転じました。 

 

ドイツ国債金利はやや上昇しました。 

2025年６月中旬にかけては、米国の関税政策に対する不透明感から、金利は低下基調となりました。その後

８月末にかけては、欧州連合(EU)と米国の関税交渉合意を受けて景気後退懸念が和らいだことや、欧州中央銀

行(ECB)が政策金利の据え置きを決定したことなどを背景に、金利は上昇しました。９月以降は、米国長期金

利低下の影響やフランスの政治不安などから、金利は再び低下しました。 

 

ハイイールド社債市場： 

当市場は、作成期を通じて、おおむね上昇基調で推移しました。大型のアクティブETFの設定による資金流

入や、米国と主要貿易相手国間の関税交渉の進展を受けて世界的にリスク選好の流れとなったこと、投資家の

利回り需要が強く好需給環境となったことなどから、堅調に推移しました。2025年10月以降は、米中貿易摩擦

の再燃などによる市場のセンチメントの悪化を受けて、やや上値の重い展開となりました。 

 

新興国債券市場： 

当市場は、作成期を通じて、おおむね上昇基調で推移しました。2025年５月から７月にかけては、米国と主

要貿易相手国間の関税交渉に進展が見られたことや、関税導入が経済活動に及ぼす悪影響が当初の懸念ほど

広がらないとの楽観論を背景にリスク選好の流れとなったことが後押ししました。８月以降も、新興国でイン

フレの鈍化が見られたことや米国国債金利の低下がプラス材料となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

【為替市場】 

米ドル円は、前作成期末比で円安米ドル高となりました。2025年５月下旬にかけては、米国の財政赤字拡大

懸念や関税政策に対する不透明感が高まり、円高米ドル安となりました。６月から７月にかけては、米国の関

税による日本国内のインフレ圧力や参議院議員選挙後の財政悪化が懸念され、円が売られる展開となりました

が、８月以降は、米国の利下げ期待が高まり円高米ドル安となりました。10月に入ると、高市政権の財政運営

が拡張的になるとの思惑から円安米ドル高が進みました。その後11月上旬にかけては、日本銀行(日銀)による

追加利上げの見送りに加えて植田総裁の発言がハト派的と受け止められ、さらに円安米ドル高が進みました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド(以下「マザー

ファンド」ということがあります。)受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として

います。外貨建資産については原則として為替ヘッジを行いません。 

マザーファンドは先進国の投資適格債への投資により、中長期的に安定した収益を確保するとともに、ハイ

イールド社債や新興国債券などにも投資を行い、高水準のインカム・ゲインの確保とキャピタル・ゲインの獲

得を目指します。 

当ファンドは当作成期を通じてほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

世界中の公社債の中から相対的に投資価値が高い証券に分散投資を行います。運用にあたっては当作成期

も引き続き債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収益が期待される債券セクターに機動的

に資産配分を行いました。 

その結果、先進国の投資適格社債等や先進国の国債の組入比率が上昇した一方、新興国債券やハイイールド

社債の組入比率は低下しました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（それぞれ小数第２位を四捨五入）。 

（注） 格付はムーディーズとS&Pのうちいずれか高い方を採用して集計したものです。 
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当ファンドは、特定の指数を上回ることを目指す運用を行っていないため、ベンチマークを設けておりませ

ん。以下のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデッ

クス・グローバル、およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバルを委託会社で合成し算出した指数です。 
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当作成期間の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定しまし

た。各決算期の分配金については、以下をご覧ください(当作成期間合計：120円)。なお、収益分配に充てな

かった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第335期 第336期 第337期 第338期 第339期 第340期 

2025年５月13日～ 
2025年６月10日 

2025年６月11日～ 
2025年７月10日 

2025年７月11日～ 
2025年８月12日 

2025年８月13日～ 
2025年９月10日 

2025年９月11日～ 
2025年10月10日 

2025年10月11日～ 
2025年11月10日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.368％ 0.362％ 0.355％ 0.355％ 0.345％ 0.343％ 

 当期の収益 16  20  20  17  20  20  

 当期の収益以外 3  －  －  2  －  －  

翌期繰越分配対象額 193  196  202  199  203  205  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
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【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

2025年および2026年の世界経済は、力強さに欠け、やや低迷する見通しです。米国による関税政策に備えて

一部の国・地域で駆け込み生産を進めたため、世界経済は予想以上に堅調に推移しています。しかし、米国国

内製造業の復興により構造的なインフレ顕在化が現実味を帯びることや、軟調な中国経済が世界の製造業に

与える悪影響、同国の過剰生産による影響などが懸念されます。 

 

ハイイールド社債については、発行体の信用力が過去と比べて良好な水準にあるものの、2025年４月以降は

主要格付会社による格付変更で格下げ社数が格上げ社数を上回り、ここ数年の好環境からは鈍化傾向にありま

す。消費の鈍化が顕在化し始め発行体信用力に悪影響を及ぼし始めているため、当市場のデフォルト率も向こ

う１－1.5年程度は長期平均並みかこれをやや上回る水準へ上昇すると予想しています。関税導入が企業利益

を圧迫するとみられ、自動車関連企業の破綻によりクレジットリスクに対する警戒感が高まったこともあり、

市場環境は悪化に向かうリスクもあります。運用にあたっては、景気鈍化の影響を受けにくいセクターをより

選好しますが、景気敏感セクターにおいては、発行体信用力を強気にみている銘柄を中心に組み入れます。 

 

新興国については、経済成長では先進国に対し相対的に優位に立ちやすいとみています。米国の利下げ再開

に伴いエマージング諸国においても金融緩和の追随が見込まれ、エマージング諸国経済の支援を促すとみて

います。ただし、米国の積極的な関税政策が貿易を阻害する懸念は依然として強く、一部実体経済への影響も

出始めていることから、投資地域の選択には留意が必要です。銘柄選定にあたっては、既にインフレ抑制に成

功し景気刺激策に取り組む余力がある国に着目します。運用にあたっては、地政学イベントやインフレ・リス

クを注視しつつ、ポートフォリオのリスクを機動的に調整し、分散度を高めつつ、価格面で魅力的な国の選別

に注力します。エマージング社債については、国債対比の利回りや企業の財務状況の堅調さに着目し、地域分

散にも配慮して組入れを行います。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年５月13日～2025年11月10日) 

項 目 
第335期～第340期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 48  0.850  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (22)  (0.384)     委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (25)  (0.439)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の提供等、口座内で
のファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.027)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.008   (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権
口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.004)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管 
および資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)     その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 48   0.858    

作成期間中の平均基準価額は、5,601円です。  

 
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡

便法により算出した結果です。 

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注）その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料お

よび有価証券取引税を除く。）を作成対象期間の平均受益権口数に作成対象期間の平均基準価額（１

口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.72％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年５月13日～2025年11月10日) 

 

銘 柄 
第335期～第340期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 68,596 138,479 448,733 913,600 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年５月13日～2025年11月10日) 

 

項 目 
第335期～第340期 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,703千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 522千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.25   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 
（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年５月13日～2025年11月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年11月10日現在) 

 

銘 柄 
第334期末 第340期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 6,869,977 6,489,839 13,896,693 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年11月10日現在) 

項 目 
第340期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 13,896,693 99.5 

コール・ローン等、その他 68,783 0.5 

投資信託財産総額 13,965,476 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて、第340期末における外貨建純資産（13,916,513

千円）の投資信託財産総額（14,107,885千円）に対する比率は98.6％です。 

（注） 外貨建資産は、第340期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替

レートは、１米ドル＝153.93円、１カナダドル＝109.64円、１アルゼンチンペソ＝0.1083円、１ユーロ＝177.85円、１英ポンド＝

202.37円、100ハンガリーフォリント＝46.2507円、１ニュージーランドドル＝86.57円、100インドネシアルピア＝0.93円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて行った取引のうち、

調査依頼を行った取引は2025年５月13日から2025年11月10日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」とい

います。）４件、有価証券（外国貸付債権信託受益証券）取引１件、有価証券（非上場株式）取引１件及び有

価証券（非上場新株予約権証券）取引５件でした。投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198

号）第11条第２項に基づき、これらのNDF取引については比較可能な価格のほか、通貨、期日、レート、取引

の相手方の名称、その他当該取引の内容に関して、有価証券取引については比較可能な価格のほか、銘柄、数

量、その他当該有価証券の内容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託し、日本公認会計士協会

が公表した専門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意され

た手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第335期末 第336期末 第337期末 第338期末 第339期末 第340期末 

2025年６月10日現在 2025年７月10日現在 2025年８月12日現在 2025年９月10日現在 2025年10月10日現在 2025年11月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 13,374,663,400   13,548,834,178   13,727,777,927   13,667,914,124   13,983,690,142   13,965,476,184   

 コール・ローン等 14,323   11,793   293,050   11,726   176,029   582,252   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・
ハイ・インカム・マザーファンド(評価額) 

13,307,349,077   13,480,922,385   13,657,684,875   13,600,902,398   13,916,014,112   13,896,693,927   

 未収入金 67,300,000   67,900,000   69,800,000   67,000,000   67,500,000   68,200,000   

 未収利息 －   －   2   －   1   5   

(B) 負債 67,223,291   67,758,617   69,720,868   66,887,487   67,382,191   68,071,836   

 未払収益分配金 49,169,390   48,928,707   48,654,039   48,400,614   48,167,786   47,888,774   

 未払信託報酬 17,966,263   18,739,250   20,967,103   18,399,235   19,123,745   20,089,380   

 その他未払費用 87,638   90,660   99,726   87,638   90,660   93,682   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,307,440,109   13,481,075,561   13,658,057,059   13,601,026,637   13,916,307,951   13,897,404,348   

 元本 24,584,695,143   24,464,353,709   24,327,019,913   24,200,307,462   24,083,893,493   23,944,387,240   

 次期繰越損益金 △11,277,255,034   △10,983,278,148   △10,668,962,854   △10,599,280,825   △10,167,585,542   △10,046,982,892   

(D) 受益権総口数 24,584,695,143口 24,464,353,709口 24,327,019,913口 24,200,307,462口 24,083,893,493口 23,944,387,240口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,413円 5,510円 5,614円 5,620円 5,778円 5,804円 
 

（注） 第335期首元本額24,602,959,390円、第335～第340期中追加設定元本額247,219,698円、第335～第340期中一部解約元本額

905,791,848円。第340期末現在における１口当たり純資産額0.5804円。 

（注） 第340期末現在において純資産総額が元本を下回っており、その差額は△10,046,982,892円です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○損益の状況 

項 目 
第335期 第336期 第337期 第338期 第339期 第340期 

2025年５月13日～ 
2025年６月10日 

2025年６月11日～ 
2025年７月10日 

2025年７月11日～ 
2025年８月12日 

2025年８月13日～ 
2025年９月10日 

2025年９月11日～ 
2025年10月10日 

2025年10月11日～ 
2025年11月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 －   4   64   13   32   136   

 受取利息 －   4   64   13   32   136   

(B) 有価証券売買損益 46,787,263   306,532,242   322,379,731   81,002,661   448,086,805   129,781,672   

 売買益 47,234,017   306,746,531   322,784,160   81,860,140   448,223,892   130,635,023   

 売買損 △       446,754   △       214,289   △       404,429   △       857,479   △       137,087   △       853,351   

(C) 信託報酬等 △    18,053,901   △    18,829,910   △    21,066,829   △    18,486,873   △    19,214,405   △    20,183,062   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 28,733,362   287,702,336   301,312,966   62,515,801   428,872,432   109,598,746   

(E) 前期繰越損益金 △ 2,462,693,282   △ 2,466,688,114   △ 2,211,651,356   △ 1,945,504,806   △ 1,918,897,951   △ 1,526,805,522   

(F) 追加信託差損益金 △ 8,794,125,724   △ 8,755,363,663   △ 8,709,970,425   △ 8,667,891,206   △ 8,629,392,237   △ 8,581,887,342   

 (配当等相当額) (     259,554,932)  (     258,720,636)  (     257,709,416)  (     256,832,464)  (     256,028,747)  (     254,988,650)  

 (売買損益相当額) (△ 9,053,680,656)  (△ 9,014,084,299)  (△ 8,967,679,841)  (△ 8,924,723,670)  (△ 8,885,420,984)  (△ 8,836,875,992)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △11,228,085,644   △10,934,349,441   △10,620,308,815   △10,550,880,211   △10,119,417,756   △ 9,999,094,118   

(H) 収益分配金 △    49,169,390   △    48,928,707   △    48,654,039   △    48,400,614   △    48,167,786   △    47,888,774   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △11,277,255,034   △10,983,278,148   △10,668,962,854   △10,599,280,825   △10,167,585,542   △10,046,982,892   

 追加信託差損益金 △ 8,794,125,724   △ 8,755,363,663   △ 8,709,970,425   △ 8,667,891,206   △ 8,629,392,237   △ 8,581,887,342   

 (配当等相当額) (     259,617,095)  (     258,788,402)  (     257,782,780)  (     256,888,740)  (     256,094,724)  (     255,055,370)  

 (売買損益相当額) (△ 9,053,742,819)  (△ 9,014,152,065)  (△ 8,967,753,205)  (△ 8,924,779,946)  (△ 8,885,486,961)  (△ 8,836,942,712)  

 分配準備積立金 216,875,086   221,763,843   234,060,920   226,856,761   234,231,380   236,118,674   

 繰越損益金 △ 2,700,004,396   △ 2,449,678,328   △ 2,193,053,349   △ 2,158,246,380   △ 1,772,424,685   △ 1,701,214,224   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬などの諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 分配金計算過程は以下のとおりです。 

 ＊第335期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（39,719,862円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（259,617,095円）および分配準備積立金額（226,324,614円）より分配対象収益額は525,661,571円（10,000口

当たり213円）であり、うち49,169,390円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

 ＊第336期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（55,253,429円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（258,788,402円）および分配準備積立金額（215,439,121円）より分配対象収益額は529,480,952円（10,000口

当たり216円）であり、うち48,928,707円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

 ＊第337期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（62,569,928円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（257,782,780円）および分配準備積立金額（220,145,031円）より分配対象収益額は540,497,739円（10,000口

当たり222円）であり、うち48,654,039円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

 ＊第338期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（42,807,960円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（256,888,740円）および分配準備積立金額（232,449,415円）より分配対象収益額は532,146,115円（10,000口

当たり219円）であり、うち48,400,614円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

 ＊第339期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（57,009,649円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（256,094,724円）および分配準備積立金額（225,389,517円）より分配対象収益額は538,493,890円（10,000口

当たり223円）であり、うち48,167,786円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

 ＊第340期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（51,510,165円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（255,055,370円）および分配準備積立金額（232,497,283円）より分配対象収益額は539,062,818円（10,000口

当たり225円）であり、うち47,888,774円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

 第335期 第336期 第337期 第338期 第339期 第340期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。（各決算期ごとに計算されます。） 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特

別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配落ち

後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
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